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2024 年３月期第２四半期の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

  

2023 年 5 月 12 日に公表しました 2024 年３月期第２四半期連結累計期間（2023 年４月１日～

2023 年９月 30 日）の連結業績予想の修正について、下記のとおりお知らせいたします。  

  

記  

 

１．2024 年３月期第２四半期連結業績予想 

（2023 年４月１日～2023 年９月 30 日）  

  
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

  百万円  百万円  百万円  百万円  円 銭  

前回発表予想(A)  8,600  △20  △80  △130  △3.39  

今回修正予想(B)  8,435  77   47  △30  △0.73       

増減額   (B－A)  △165  97  127  100    

増減率   (％)  △1.9  －  ―  ―    

(ご参考)前期実績 

(2023 年 3 月期中間) 
7,006  △563  △589  △537  △15.56   

 

２．修正の理由  

当第２四半期累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う社会経済活動

の再開による人流の増加等によって、業績は回復基調で推移してまいりました。しかしながら、

客数については、回復途上にはあるものの想定した数値には至らず、売上高は計画を下回る結果

となりました。 

一方、コスト面では、店舗オペレーションや商品開発の見直しなど新たな収益構造改革構築へ

の取組みにより、原価等の変動経費のコントロールの改善が進みました。加えて、政府による光

熱費の負担軽減支援等もあり、売上原価及び販売管理費は計画値を下回りました。その結果、当

第２四半期累計期間の営業利益、経常利益、四半期純利益は前回予想を上回る見通しとなりまし

た。 

第３四半期以降の売上高は、引き続き客数獲得に向けた施策を中心に展開することで、前回予

想通りに推移すると見込んでいます。コスト面では、原材料費や時給単価などが引き続き上昇し

ており、事業環境は先行き不透明な状況が継続していることから、2024年３月期通期連結業績予

想につきましては、2023 年５月 12 日に公表しました「2023 年３月期決算短信〔日本基準〕(連

結) 」に記載しております予想数値を据え置くことにいたします。 

以 上  


